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おじいちゃん、おばあちゃん
と

　　　　一緒に「まゆ玉作り
」。

　　　　　　　うれしいな
ぁ～♪



男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
…

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

　
　
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
！

▼
最
近
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
っ
て
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
け

ど
、
実
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
…
。

▼
へ
ぇ
～
、
な
ん
か
難
し
い
け
ど
、
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
社
会
っ

て
こ
と
な
の
か
な
？ 

東
海
村
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

　

▼
そ
う
な
ん
だ
。
で
も
、
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
よ
く

分
か
ら
な
い
な
～
。

教えて！ 
いもジィ～！！

　

男
女
が
互
い
を
尊
重
し
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
、
そ

の
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
て
、
対

等
に
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
じ
ゃ
よ
。

　

平
成
13
年
に「
東
海
村
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画（
レ
イ
ン

ボ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
21
）」を
策
定
し
、
平
成
19
年
に
は「
東
海
村
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
」を
制
定
し
て
、
村
内
の
取
り
組
み
を
進
め
て

お
る
。
そ
れ
に
、
東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
じ
ゃ
。

実は…よく分からないんだよね…

事業内容▼ＩＴソリューション事業（ソフトウ
エア開発、ネットワークの構築･運用･保守）

従業員数▼162人（内女性16人）

▽社員･職員が生き生きと働くための配
慮をしている（特にメンタルケア）。

▽育児･介護休暇がある。
▽性別に関係なく、意欲のある職員には

積極的にチャンスを与えている。
▽リフレッシュのための制度がある。
▽パワハラ･セクハラの相談ができる。

主にこんな取り組みをしています！

認定第１号 アクモス株式会社茨城本部（村松）

平成26年度の
東海村男女共同参画推進事業所

【
問
い
合
わ
せ
】村
民
相
談
室（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
２
７
５
）

東海村男女共同参画推進委員が、事業所に認定証を授
与しました（写真左側２人と右側２人が推進委員）。
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▼
そ
れ
は
ど
ん
な
事
業
な
の
？

　
▼
実
際
に
応
募
し
て
き
た
企
業
等
は
あ
っ
た
の
？

　

そ
こ
が
課
題
な
の
じ
ゃ
。
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
取
り

組
み
は
、
ま
だ
ま
だ
み
ん
な
に
知
ら
れ
て
い
な
い
…
。
推
進
委

員
会
か
ら
も
、
も
っ
と
み
ん
な
に
周
知
し
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
ん
じ
ゃ
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
新

た
に「
村
内
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
る
企
業
等
の
応
援
」事
業

を
開
始
し
た
の
じ
ゃ
。

　

村
内
で
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
等
を
募
集

し
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
応
援
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
推
進
や
他
の
企
業
等
へ
の
波
及
促
進
に
つ

な
げ
る
。
そ
し
て
、「
こ
う
い
う
こ
と
も
男
女
共
同
参
画
な
の
か
！
」と

み
ん
な
に
気
付
い
て
ほ
し
い
の
じ
ゃ
。
将
来
的
に
は
、“
女
性
の
自
治

会
長
が
誕
生
”“
男
性
が
当
た
り
前
に
育
児
休
暇
を
取
得
で
き
る
”な
ど

と
い
っ
た
形
で
地
域
へ
広
ま
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
お
る
。

　

村
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
地
域
情
報
誌
等
へ
の
掲
載
、
商
工

会
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
推
薦
依
頼
等
で
、
自
薦･

他
薦
含
め
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
２
社
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
の
じ
ゃ
。
村
と
推
進
委
員

会
で
は
、
応
募
事
業
所
を
訪
問
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
内
容
等
に
つ
い

て
、
担
当
者
に
確
認
を
し
た
ん
じ
ゃ
。
そ
の
結
果
、
２
社
と
も
趣
旨
に

一
致
し
て
お
り
、
今
回
、「
東
海
村
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
所
」と
し

て
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
じ
ゃ
。
そ
の
２
社
に
つ
い
て
紹
介
す
る

ぞ
よ
。

「男女共同参画社会」って言葉、よく聞くけど…

了解じゃ！

何でも聞いておくれ～

事業内容▼乳製品や化粧品の宅配
従業員数▼21人（内女性21人）

▽結婚･出産後も働ける。
▽性別に関係なく、意欲のある職員には

積極的にチャンスを与えている（販売
員から管理職に就くこともできるな
ど）。

▽社員･職員同士の協力体制がある。
▽職場に託児所等の施設がある。
▽パワハラ･セクハラの相談ができる。

主にこんな取り組みをしています！

認定第２号 水戸ヤクルト販売株式会社東海センター（舟石川駅西）
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新名称▼

運転区間▼いわき駅～品川駅 ※一部の列車が品川駅発着となり、東京駅に停車します。

上野東京ライン開業に伴い、
常磐線特急が生まれ変わります！

上野東京ライン開業に伴い、常磐線特急は、品川駅～いわき駅間を運転する新たな特急「ひたち」「と
きわ」に生まれ変わります。新たな特急「ひたち」「ときわ」には、従来の指定席･自由席の区分をなくし、
普通車の全席に、新たな着席サービスを導入します。指定席特急料金も、これまでより安くシンプルに
なります。さらに「えきねっとチケットレスサービス」や「えきねっとトクだ値」などのお得で便利なサー
ビスを充実し、より一層利用しやすい特急となります。今回は主な変更点等をご紹介します。

【問い合わせ】ＪＲ東日本お問い合わせセンター（☎050‐2016‐1600）

３月14日（土）
より使いやすく
より快適に！

１ 特急列車の名称が変わります

ひたち号 速達タイプの特急

　ＪＲ東日本のインターネットサービス「えきねっと」（www.eki-net.com、登録料無料）に入会すると、
スマートフォンや携帯電話から座席指定が受けられるサービスを開始します。
●通常よりお得な料金（100円引き、子どもは50円引き）に！
●駅で特急券の受け取りが不要！ そのまま乗車できます（別途、乗車券が必要）。
●最大２か月先までの複数日をまとめて申し込みできる「事前受付サービス」も始まります。
※「えきねっと」に登録のクレ

ジットカードでの決済となり
ます。

※座席未指定券は購入できませ
ん（座席指定券のみ）。

３ 「えきねっとチケットレスサービス」で、特急券の購入がさらに便利･お得に！

　現在の普通車指定席･グリー
ン車の特急料金よりお得な料金
になります。
※季節による「通常期」「繁忙期」
「閑散期」の区分はありません。

※車内で普通車の特急券を購入
する場合は、車内料金となり
ます。車内料金は、指定席
特急料金（事前料金）に260円

（大人料金）を加えた金額にな
ります。

２ 「ひたち」「ときわ」の特急料金（普通車･グリーン車）

これまでとの主な変更点

【普通車】
営業キロ 50kmまで 100kmまで 150kmまで 200kmまで 300kmまで

事前料金 750円
（370円）

1,000円
（500円）

1,550円
（770円）

2,200円
（1,100円）

2,500円
（1,250円）

車内料金 1,010円
（500円）

1,260円
（630円）

1,810円
（900円）

2,460円
（1,230円）

2,760円
（1,380円）

【グリーン車（特急料金＋グリーン料金）】
営業キロ 50kmまで 100kmまで 150kmまで 200kmまで 300kmまで

料金 1,260円
（1,140円）

1,510円
（1,270円）

3,090円
（2,570円）

3,740円
（2,900円）

5,070円
（4,080円）

両表とも、括弧内は子ども料金

【「えきねっとチケットレスサービス」利用時の特急料金（普通車）】
営業キロ 50kmまで 100kmまで 150kmまで 200kmまで 300kmまで

料金 650円
（320円）

900円
（450円）

1,450円
（720円）

2,100円
（1,050円）

2,400円
（1,200円）

括弧内は子ども料金

ときわ号 停車タイプの特急
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　「ひたち」「ときわ」では、従来の指定席･自由席の区分がなくなります。
全ての普通車で座席の指定が可能となるほか、座席の指定を受けなくて
も車内の空席を利用できるサービスを導入します（グリーン車を除く）。

4 「ひたち」「ときわ」の普通車で始まる、
　新たな着席サービス！

座席の指定を受けて乗車する場合

指定席特急券（「えきねっとチケットレスサービス」などを含む）を購
入し、指定された座席をご利用ください。車内改札は省略されます。

座席の指定を受けずに乗車する場合（満席時･車内の空席を利用したい場合を含む）

座席未指定券（乗車日･区間のみを指定し、列車･座席を指定しない
特急券）を購入し、乗車後、座席上方ランプ（下図参照）を確認し、
空席をご利用ください。

空席です。
座れます。

まもなく指定席発売
済の区間となります。

指定席発売済の区間
です。

【座席上方ランプによる発売状況の表示例】

※自由席の設定がないため、
自由席特急券の販売はあり
ません。

※座席未指定券を利用し、座
席指定を受けずに乗車した場合、
空席を利用できますが、その座
席の指定席特急券を持つ方が来
たときは席を譲ってください。

その他の変更点

●「えきねっとトクだ値（乗車券つき）」も新価格で発売！
　乗車券と指定席特急券がセットでお得な「えきねっとトクだ値（乗車券つき）※」は、「ひたち」「ときわ」
の新しい料金設定に合わせて、新価格で発売します。※「えきねっとトクだ値」は、えきねっと会員限定、
列車･席数･区間限定、インターネット予約限定の切符です。
●「ひたち回数券」「フレッシュひたち料金回数券」「定期券用月間料金券」の発売を終了します
●特急列車を乗り継ぐ際に、通しの特急料金で利用できる特例の廃止
　水戸駅や勝田駅で、改札口を出場せずに当日中に特急列車を乗り継ぐ場合に通しの特急料金で利用
できる現行の特例を廃止します。「ひたち」「ときわ」で特急列車を乗り継ぐ場合は、乗車する列車ごと
に有効な特急券を購入してください。

赤色

黄色

緑色

「ひたち」「ときわ」の利用イメージ

乗車する
列車が決
まってい
る場合

乗車する
列車が決
まってい
ない場合

指定席特急券を購入
▽指定席券売機▽みどりの窓口
▽「えきねっとチケットレスサー
ビス」――で購入してください。

座席未指定券を購入
▽指定席券売機▽みどりの窓
口▽「ひたち」「ときわ」の車内※
――で購入してください。

【座席の指定を受けて乗車】指定された席を
ご利用ください（車内改札なし）。

【座席の指定を受けずに乗車】座席上方のラ
ンプを確認の上、空席をご利用ください（車
内改札あり）。

【乗車する列車が決まった場合】座席未指定券
は、差額なしで座席の指定を受けることがで
きます（指定席券売機または、みどりの窓口）。

よろしく

お願いします。

※車内での購入は、車内料金（事前料金＋260円）が適用されますのでご注意ください。
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「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」

春季全国火災予防運動

平成26年中に村内で発生した火災件数は16件で、前年と比べて５件増
加しました。その原因としては、放火（疑いを含む）による火災が31パー
セントと全体の約３割を占めており、放火率の全国平均（17パーセント）
を大きく上回っています。
■放火（疑い含む）による火災が増えています

平成26年の３月から５月にかけて、村内で４件の不審火が連続して発
生しました。放火火災は一度発生すると連続して発生する傾向があるため、
身の回りで不審火が発生したときは注意してください。放火対策として、
次のことに注意して、放火されない環境をつくりましょう。

この季節は寒さとともに空気が乾燥し、火災が発生しやすい状態が続いています。尊い命と貴重な財
産を火災から守るために、火災予防の意識を高めましょう。

【問い合わせ】ひたちなか･東海広域事務組合消防本部予防課（☎271-0735）

①ごみは決められた収集日の朝に出し、外に放置しない。
②家の周り、共同住宅の階段や通路等には、物を置かない。
③車やバイク･自転車には防炎品のカバーを付ける。
④物置や車庫の施錠をする。また、郵便箱に郵便物をためない。
⑤自治会や自主防災会の訓練･集会に参加し、地域で放火火災の防止に取り組む。
⑥人目につきにくい場所には、センサーライト等を設置する。

■住宅防火 いのちを守る７つのポイント
　「３つの習慣･４つの対策」を守って、火
を出さない、被害を大きくしない対策に取
り組みましょう。

火災による死者の約半数は逃げ遅れによるもの
で、その多くが65歳以上のお年寄りです。このよ
うな逃げ遅れを防ぐために、未設置の住宅には今す
ぐに住宅用火災警報器を設置してください。

避難に時間がかかる乳幼児や高齢者が住む住宅に
は、特に設置が必要です。住宅用火災警報器は、大
切な人の「いのち」を守ります。

取り付け箇所は？
①全ての寝室
②２階に寝室がある場合は、階段の上部
③台所には設置の義務はありませんが、

設置を勧めています。

電池切れにご注意を！
住宅用火災警報器の電池の寿命は、長いもの

で10年です。電池が切れたままだと火災が発
生しても作動しませんので、正常に機能するか
どうか、定期的に点検しましょう。

火災を減らす「３つの習慣」
①寝たばこは絶対にやめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れ

た位置で使用する。
③ガスコンロなどのそばを離れるとき

は、必ず火を消す。

被害を軽減する「４つの対策」
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警

報器を設置する。
②寝具･衣類やカーテンからの火災を防

ぐために、防炎品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅

用消火器等を設置する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るた

めに、隣近所の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器

合　計
（16件）

放火･
放火の疑い
（５件）

その他
（５件）

交通機関
（２件）

配線
（１件）

火遊び
（１件）たき火

（１件）

不明
（１件）

火災原因別件数
村内の火災発生状況

放火されない環境をつくるための６つのポイント

火災から命を守るために
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補
助
対
象
者

　

被
災
し
た
宅
地
の
所
有
者（
固
定
資
産
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方
）ま
た
は
所
有
者
か
ら
承
諾
を
得
て
い
る

親
族
や
占
有
者
、
管
理
者
で
、
20
万
円
以
上
の
宅
地

復
旧
工
事（
補
助
対
象
工
事
）を
行
っ
た
方 

※
補
助
対

象
工
事
を
複
数
回
ま
た
は
、
数
種
類
行
っ
た
場
合
は
、

費
用
を
合
計
し
て
申
請
で
き
ま
す
。

補
助
対
象
工
事

　

▼
土
留
め
の
除
去･

設
置（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
っ
た

土
留
め
等
） 

▼
土
地
の
整
備（
建
設
機
械
で
宅
地
を
平

ら
に
す
る
工
事
等
） 

▼
地
下
水
の
排
水
工
事 

▼
地
盤

改
良 

▼
液
状
化
対
策 

▼
住
宅
の
建
物
の
沈
下
の
修
正

（
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
工
事
、
く
い
打
ち
工
事
等
） 

▼
そ

の
他
、
被
災
し
た
宅
地
の
安
全
性
の
回
復
の
た
め
に
必

要
な
宅
地
に
係
る
工
事

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宅
地
の
復
旧
工
事
費
の

２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す（
上
限
３
０
０
万
円
）

【
補
助
対
象
外
の
工
事
】

▼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
設
置･

復
旧 

▼
簡

易
復
旧
工
事（
短
期
間
で
崩
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る
工

事
） 

▼
建
物
の
工
事 
▼
専
門
業
者
の
施
工
に
よ
ら

ず
、
自
ら
が
施
工
し
た
工
事 
▼
東
日
本
大
震
災
以

外
を
原
因
と
す
る
工
事 

▼
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共

用
部
分
に
係
る
宅
地
の
工
事 
▼
居
住
の
用
に
供
さ

れ
て
い
な
い
部
分
が
過
半
を
占
め
る
建
物
に
係
る

宅
地
の
工
事 

▼
営
利
を
目
的
と
す
る
貸
家
ま
た
は

店
舗
に
係
る
宅
地
の
工
事 

▼
大
震
災
の
発
生
時
以

降
に
所
有
し
た
方
が
行
う
工
事

補
助
額

　

復
旧
工
事
費
の
２
分
の
１（
上
限
３
０
０
万
円
）

補
助
回
数

　

１
宅
地
に
つ
き
１
回 

※
１
宅
地
に
２
人
以
上
の
所

有
者
等
が
い
る
場
合
も
補
助
は
１
回
の
み
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
申
請
書 

②
工
事
費
内
訳
書
の
写
し 

③
工
事
内
容

の
分
か
る
図
面 

④
復
旧
工
事
前･

後
の
写
真 

⑤
所
有

者
の
承
諾
書（
共
有
者
が
い
る
方
ま
た
は
所
有
者
以
外

の
方
が
申
請
す
る
場
合
） 

⑥
工
事
の
領
収
書
の
原
本 

⑦
補
助
金
の
振
込
先
金
融
機
関
の
口
座
番
号･

口
座
名

義
が
分
か
る
も
の（
通
帳
等
）の
原
本 

⑧
印
鑑 

※
⑥
⑦

⑧
は
確
認
後
に
返
却
し
ま
す
。

申
請
方
法

■
申
請
期
間 

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で（
土･

日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

※
書

類
等
の
確
認
に
10
～
20
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

■
申
請
場
所 

都
市
政
策
課（
役
場
行
政
棟
２
階
）

そ
の
他

　

▼
申
請
書
、
領
収
書
と
振
込
金
融
機
関
の
名
義
は
同

一
と
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
補
助
金
の
振
り
込
み
に
は
、

１
～
２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

都
市
政
策
課
建
築
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線

１
２
４
７･

１
２
４
８
）

「
東
海
村
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

（
案
）」へ
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
や
Ｊ
Ｒ
に
加
え
、
４
月
か
ら
新
た

に
交
通
事
業
者
に
よ
る
路
線
バ
ス
の

運
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、

福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
一
体
と
な
っ
て

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
東
海
村
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画（
案
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
表
期
間　

３
月
６
日（
金
）ま
で

■
公
表
場
所　

▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
役
場
行
政
棟

３
階
） 

▽
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

▽
村
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
そ
の
他　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
計
画
策
定
作
業
の

参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
匿
名
に
よ
る
公
表
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ　

任
意
の
様
式
に
①
件
名

「
東
海
村
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画（
案
）」②
住
所

③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
番
号
⑥
計
画
に
対
す
る
ご
意
見
等
―
―
を
明
記
の

上
、
３
月
６
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
、
持
参･

郵
送

･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３

‐
７
‐
１ 

☎
287
局
０
９
２
５ 

287
局
０
３
１
７ 

m
atidukuri@

vill.tokai.ibaraki.jp)

へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
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Tokai High School Hot News

　１月31日、「縁側につどう家“であい”」
（豊白区）でのボランティア活動に、３年
生（４人）が参加しました。地域のお年寄
りの皆さんと、ゲームや歌･ダンスで楽
しい時間を過ごすことができました。

★「縁側につどう家“であい”」で
　ボランティア活動に参加！

★幼稚園体験学習
　今年度、東海高校の生徒55人が、村
立幼稚園での体験学習に参加しました。
参加した生徒のうち、３年生（７人）は、
全員がこの経験を生かして、幼児教育や
保育関係の大学･短大への進学を決める
ことができました。ご指導いただいた皆
さん、ありがとうございました。

本日も精一杯
成長中です！

★“いばキラＴＶ”の
　プロモーション映像に出演！
　県が運営するインターネットテレビ“いばキラ
ＴＶ”では、開局２周年を記念した歌「はじまり
のひかり（歌･演奏：華風月）」を製作しました。
このプロモーションビデオに、東海高校の生徒
12人がダンスで（一瞬？）参加しています！ 
　 こ の 映 像 は、 い ば キ ラ Ｔ Ｖ ホ ー ム ペ ー
ジ（ h t t p : / / w w w . i b a k i r a . t v / a r c h i v e /
hajimarinohikari)で、２月28日（土）午後１時か
ら配信される予定です。お楽しみに！

【問い合わせ】県立東海高等学校（☎282-7501）

　
　
公
平
な
税
負
担
の
た
め
に

　
　
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す

　

税
金
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に
自
主

的
に
行
う
も
の
で
す
が
、
納
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
付
が
な
い
と
き
は
、
督
促
状

な
ど
を
送
付
し
て
納
付
を
促
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
滞
納

者
の
財
産
を
調
査
し
、
強
制
的
に
滞
納

村
税
を
徴
収
す
る「
滞
納
処
分
」を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
滞
納
処
分
に
掛
か
る
経
費
に

も
税
金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
切

な
税
金
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

も
、
村
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
　
事
情
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が

　
　
困
難
な
場
合
は

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
税
額
に
応
じ

て
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。
災
害
や
著

し
い
生
活
困
窮
な
ど
、
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
指
定
し

た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
村
税
等
が
自

動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘

れ
が
な
く
、
納
付
に
出
向
く
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融
機
関

の
窓
口
に
、
通
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
村

外
の
金
融
機
関
で
手
続
き
を
す
る
場
合

は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　「
全
期
前
納
」で

　
　
口
座
振
替
を
し
て
い
る
方
へ

　

固
定
資
産
税･
都
市
計
画
税
と
村･

県

民
税
で
実
施
し
て
い
る「
前
納
報
奨
金

制
度
」は
、
平
成
27
年
度
か
ら
廃
止
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在「
全
期
前
納
」で

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
で
、
振

替
方
法
を「
期
別
振
替
」へ
変
更
す
る
場

合
は
、申
請
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請

が
な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り「
全
期

前
納
」で
の
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ 

　

税
務
課
収
納
管
理
室（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
１
６
）

税
金
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 みんな、すっごくダンスが上手だったわ！

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

●差し押さえ
預貯金 57件
不動産 19件
給与･年金 ４件
生命保険 ４件
株式 １件
その他債権･動産等 39件
●インターネット公売
動産 12品
税金に充てた総額：

約2,260万円

【Ｈ25 滞納処分実績】
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「とうかい環境村民会議」だより Vol.９

環境活動を通じて、持続可能な社会の実現を目指す“エコレンジャー”――それが私たち
「とうかい環境村民会議」です！ 私たちの活動をシリーズで紹介していきます。

【問い合わせ】環境政策課環境計画推進担当（☎282-1711 内線1454）

エコのことなら僕にお任せ！

「押延ため池いこいの森」がきれいになりました！
自然共生社会部会

生ごみリサイクルの先進地を見学しました
循環型社会部会

　１月24日、今年度３回目となる押延た
め池周辺の整備活動を行いました。この
場所は平成25年から整備を進めており、
公益財団法人日本生態系協会の選定によ
る関東･水とみどりのネットワーク拠点百
選にも「押延ため池いこいの森」として選
ばれているところです。

　かじかむような寒さの中でしたが、中丸地区や協賛団体の皆さん、地
元の小学生など19人が参加し、ごみ拾いや下草刈りに精を出しました。
背丈ほどもある藪を整備し、道路から土砂や落ち葉を取り除くと、太陽
の光が冬枯れの木立を透かし、地面に美しい影を落としていました。
　この整備活動は、今後も続けていきますので、ぜひ多くの皆さんにご
参加いただき、村民が憩える森にしていきたいと思います。看板も設置
していますので、ぜひ一度ご覧ください。

　１月22日、埼玉県久喜市の久喜宮代衛生組合に行き、モデル地区で
実践している、専用袋による生ごみの分別収集と、堆肥化の様子を見学
してきました。モデル地区では、およそ１万世帯を対象として、平成
21年度から分別収集を開始。週２回
の可燃ごみの日に、可燃ごみと生ご
みを別々に回収し、生ごみとビニー

ル袋を分別した後、微生物を利用した「HDMシステム」といわれる
生ごみ減容処理で、堆肥化を行っています。季節的な条件もありま
すが、気になる臭いはほとんどありませんでした。回収と処理に手
間は掛かりますが、堆肥としてモデル地区や学校等の公共施設に配
られ、園芸などに利用されているそうです。
　また、昨年11月に開催された「東海I ～ MOのまつり」の際には、
キッチン３か条のチラシ（右図）を配布しました。可燃ごみの約30
パーセントを占めるといわれる生ごみですが、「使いきり」「食べき
り」「水切り」の３か条を推奨しながら、ごみの減量化を呼び掛けま
した。生ごみの水気をよく切って出すことは、ごみ焼却施設の省エ
ネルギーにもつながりますので、実践していきましょう。
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●統計調査に尽力の調査員２人に県知事表彰

12月７日、福岡県春日市で行われた第16回「博多節全国大会」
において優勝した小室壽子さん（舟石川）が、１月14日、村長へ
報告に訪れました。普段は、磯節を中心に唄っているという小
室さんは、博多節５年、磯節10年、三味線は40年というキャリ
アの持ち主。中でも三大民謡の一つである博多節は、音の高
低差が激しく、その難易度は高いといいます。今回の大会では、
出場４回目にして、念願の優勝を果たしました。「民謡を通して、
友人も増えました。これからは、もっと若い人にも民謡を知っ
てもらえたらいいですね」と、優しい笑顔で話してくれまし
た。次は磯節の全国大会優勝を目指して、頑張ってください！ 

●舟石川の小室壽子さん、博多節で日本一に！

１月21日、茨城県庁（水戸市）で平成26年度「茨城県統計功
労者表彰式」が行われ、村内では各種統計調査に15回以上
従事してきた福地徹さん（舟石川）と 井保男さん（白方）が
茨城県知事表彰を受賞しました。統計調査員は、国勢調査
をはじめさまざまな統計調査に従事し、調査への協力依頼
や調査票の回収･点検･整理等を行っています。近年は、核
家族化が進み、実際にコミュニケーションをとりながら調
査することが難しくなってきたと話す２人。「これらの調
査がいかに社会の中で生かされるのか、その重要性を多く
の方に知ってもらえたらいいですね」と話していました。 【写真左から】 井さん、山田村長、福地さん

●さぁ開け！ 未来への扉！ 大人への一歩を踏み出す「立志式」

10人の実行委員が昨年の６月からアイデアを出し合い、検討を進めてきた立志式。
今年の統一テーマは「未知なる道へ～自分の鍵で未来の扉を開けるとき～」

２月５日、東海中学校と東海南中学校の合同による「立志式」が東海文化セン
ターで行われ、参加した中学２年生が、両親･先生方へのこれまでの感謝の気
持ちや、今後の成長と夢に向かって進んでいく決意を、さまざまなパフォーマ
ンスで表現しました。また、式の中で行われた講演会では、東海南中学校卒
業生の成冨琢磨さん（医師）を講師に招き、生徒たちは実際に成冨さんの専門で
ある内視鏡の操作を体験するとともに、成冨さんからは「将来の選択肢を広げ
られるように、勉強や遊び、いろいろなことに興味を持ってください」とメッセー
ジが送られました。14歳という一つの節目を迎えた中学生たち――これまでの
自分を振り返り、将来を考えるための良いきっかけとなったのではないでしょ
うか。これからも一瞬一瞬を大切に夢に向かって…さぁ開け！ 未来への扉！ 

成冨さん（写真左）と共に、内視
鏡の操作を体験する生徒

【写真左から】小室さんのご主人と小室さん、山田
村長
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お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●３月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

１日（日）武藤小児クリニック 282-7722
８日（日）村立東海病院 282-2188
15日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
21日（土）東原クリニック 283-2301
22日（日）茨城東病院 282-1151
29日（日）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～午前０時30分▼日曜日、祝日、年末･年
始（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

問合せ ＳＣスマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内 ☎283-1001）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
５日（木）総合福祉センター「絆」
12日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～ 11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●３月の健康体操参加者募集●

●１月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 18 ０ 24
累計

（１月から） 18 ０ 24

前年比 －６ ０ ー 13

●３月の住まいに関する相談●

場　所 都市政策課（役場行政棟２階）
問合せ 都市政策課（内線1247、1248）

相談日 時間 相談内容

19日（木）10:00 ～ 16:00 新築、増築、改築、耐
震診断、リフォーム等

暮
ら
し

暮
ら
し

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
！

「
放
射
線
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
や
、
放

射
線
の
人
体
へ
の
影
響
な
ど
、
身
近
な
疑

問
や
不
安
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
の
日
程
等
▼ 

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

費
用
▼
無
料

防
災
原
子
力
安
全
課
消

防
防
災･

原
子
力
安
全

担
当（
内
線
１
５
１
８
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●防災行政無線放送を電話で聞くには●

無料テレホンサービス（☎ 0120-42-4848）

期　

日

場　
　

所

13
日（
金
）
保
健
セ
ン
タ
ー

18
日（
水
）
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

健
康･

医
療

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

期
日
▼
３
月
４
日（
水
）（
雨
天
中
止
）

時
間
▼
午
前
10
時
～（
午
前
９
時
30
分
受

け
付
け
開
始
）

集
合
場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

（
保
健
セ
ン
タ
ー
入
り
口
前
）

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
回
ヘ
ル
ス

ロ
ー
ド
」D
コ
ー
ス
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

生
け
垣
の
設
置
費
用
の
補
助
と

記
念
樹
配
布
を
実
施
し
て
い
ま
す

【
生
け
垣
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
】

対
象
▼
①
村
内
に
所
在
す
る
住
居
、
事
務

所
等
に
新
た
に
設
置
す
る
、
ま
た
は
既

存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
し
て
設
置

す
る
②
設
置
場
所
が
公
衆
用
道
路
、
ま

た
は
個
人
の
敷
地
に
面
し
、
延
長
が
２

ｍ
以
上
③
樹
木
の
高
さ
が
０･
９
ｍ
以
上

で
、
延
長
１
ｍ
当
た
り
２
本
以
上
植
え

る
④
10
年
以
上
保
全
す
る（
10
年
後
に

調
査
を
実
施
）―
―
を
満
た
す
生
け
垣

補
助
金
額
▼
▽
新
設
…
３
０
０
０
円
／
ｍ

（
上
限
５
万
円
） 

▽
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
を
撤
去
し
て
設
置
…
６
０
０
０
円

／
ｍ（
上
限
10
万
円
）※
一
戸
建
て
住
宅

の
敷
地
に
設
置
す
る
場
合
、
限
度
額
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
個
人
の
敷
地
に

面
し
、
双
方
が
申
請
し
た
場
合
は
半
額

と
な
り
ま
す
。

生
け
垣
を
設
置
す
る
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
必
要
書
類
を
入
手
し
て
く
だ
さ

い
。
※
必
要
書
類
は
▽
都
市
政
策
課

（
役
場
行
政
棟
２
階
）備
え
付
け
の
申

請
書
▽
位
置
図
▽
生
け
垣
の
植
栽
計

画
図
▽
土
地
所
有
者
の
承
諾
書（
借
地

の
場
合
の
み
）―
―
で
す
。

【
記
念
樹
等
を
配
布
し
ま
す
】

対
象
▼
①
村
内
に
一
戸
建
て
住
宅
を
新
築

し
た
世
帯 

②
婚
姻
届･

出
生
届
を
出
し

た
方

配
布
▼
指
定
さ
れ
た
樹
種
か
ら
１
本
選
択 

※
緑
化
活
動
団
体
へ
の
緑
化
木
配
布
も

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【

･

】

　

都
市
政
策
課
都
市
整
備･

緑
化
推
進
担

当（
内
線
１
２
４
４
）
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●３月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）

●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

13日（金）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時をご連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 11日（水）
13:00 ～ 13:45

平成26年10月
生まれの子

１歳６か月児 12日（木）
13:00 ～ 13:45

平成25年８月
生まれの子

３歳児 18日（水）
13:00 ～ 13:45

平成24年１月
生まれの子

２歳半歯科 19日（木）
13:00 ～ 13:45

平成24年８月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 24日（火）
13:00 ～ 13:20

平成26年12月
生まれの子

●３月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）

相談日 時間 相談種別

６日（金）
10:00 ～ 12:00 弁護士による相談

（事前予約）

10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

13日（金）
10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

13:00 ～ 15:00 行政書士による相談
（事前予約）

20日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

27日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

毎週
月･水曜日

13:30 ～ 15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）

●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週月･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時

●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●ニート相談･女性生活相談･消費生活相談●

福
祉

３
月
は

「
茨
城
県
自
殺
防
止
月
間
」で
す

　

県
内
の
年
間
自
殺
者
数
は
約
６
０
０
人

と
深
刻
な
状
況
で
す
。
県
で
は
、
市
町
村

や
各
種
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら「
つ
な

が
る〝
わ
”･

さ
さ
え
る〝
わ
” 

茨
城
い
の
ち

の
絆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
自
殺
の
未
然
防
止
に
は
、
皆
さ
ん
の

気
付
き
や
声
掛
け
が
大
切
で
す
。
あ
な
た

の
周
り
に
心
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が

居
た
ら
、
声
を
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
村
で
は
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
精
神
保
健
福
祉
士
等

に
よ
る「
心
の
健
康
相
談
」を
随
時
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
周
囲
の
方
の
こ
と
で
何
か

気
付
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
も
、
な
ご
み

･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
障
害
福
祉
課（
☎
301
局

３
３
６
８
）、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）

　

特
定
疾
患（
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法

の
確
立
し
て
い
な
い
難
病
）の
患
者
等
の

医
療
費（
自
己
負
担
分
）を
月
額
４
０
０
０

円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住
で
①
特
定
疾
患
の
治
療

を
し
て
い
る（「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」を
お
持
ち
で
自
己
負
担
が
あ

る
）②
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
を
し
て

い
る
③
精
神
疾
患
の
治
療
を
し
て
い
る

（「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」ま
た

は「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神
通

院
）」を
お
持
ち
で
自
己
負
担
が
あ
る
）

―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

必
要
書
類
▼
▽
申
請
書 

▽
医
療
機
関
の

領
収
書（
診
療
日
が
平
成
26
年
９
月（
平

成
26
年
９
月
に
申
請
を
し
て
い
な
い
場

合
は
平
成
26
年
３
月
）か
ら
、
平
成
27

年
２
月
ま
で
の
も
の
） 

▽
振
込
口
座
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の（
通
帳
や
カ
ー

ド
）▽
委
任
状･

印
鑑（
振
込
口
座
が
申

請
者
名
義
で
な
い
場
合
の
み
） 

▽
①
の

方
は「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」

と
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
交
付
し
て
い

る「
自
己
負
担
上
限
額
管
理
票
」、
②
の

方
は
医
師
の
診
断
書（
過
去
に
助
成
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
の
み
）、
③
の

方
は「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」ま

た
は「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」

そ
の
他
▼
１
月
か
ら
、
助
成
対
象
と
な
る

特
定
疾
患
数
が
１
１
０
疾
患
へ
拡
大

し
ま
し
た
。
詳
細
は
難
病
情
報
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
nanbyou.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・

３
月
２
日（
月
）か
ら
31
日（
火
）

ま
で（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

に
、
必
要
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
な

ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

村
内
在
住
で
心
の
病
気
を
持
つ
家
族
が

が
い
る
方
を
対
象
と
し
た
交
流
会
で
す
。

期
日
▼
３
月
20
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）

医
療
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

（
特
定
疾
患･

関
節
リ
ウ
マ
チ･
精
神
疾
患
）

心
の
病
気
に
つ
い
て
話
し
ま
し
ょ
う

「
家
族
交
流
会
」
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…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

子
育
て

百
塚
保
育
所
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
室
を
開
放
し
ま
す

期
日
▼
３
月
５
日（
木
）･

12
日（
木
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
百
塚
保
育
所

対
象
▼
村
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者

内
容
▼
自
由
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
、
着
替
え
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
百
塚
保

育
所
内 

☎
270
局
５
６
６
０
）※
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

　

今
回
は
、
ゲ
ス
ト
に
作
曲
家
の
高
橋
宏

樹
さ
ん
を
迎
え
、
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら

吹
奏
楽
の
世
界
を
お
送
り
し
ま
す
。

期
日
▼
３
月
８
日（
日
） 

時
間
▼
午
後
２
時
開
演（
午
後
１
時
30
分

開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

東
海
村
吹
奏
楽
団

第
８
回「
春
の
演
奏
会
」

内
容
▼
▽
指
揮
…
原
進
さ
ん（
東
海
村
吹

奏
楽
団
常
任
指
揮
者
） 

▽
曲
目
…
①
吹

奏
楽
の
た
め
の
文
明
開
化
の
鐘 

②
エ
ル

･

カ
ミ
ー
ノ･

レ
ア
ル 

③
カ
ー
ペ
ン
タ
ー

ズ･

フ
ォ
ー
エ
バ
ー
ほ
か

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
当
日
は
、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
の
ほ
か
、
臨
時
駐
車
場
と
し
て

県
立
東
海
高
等
学
校
と
東
海
南
中
学
校

の
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

※
詳
細
は
、
東
海
村
吹
奏
楽
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://tm

w
o.bitter.jp

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

村
内
の
旧
家･

照
沼
信
邦
さ
ん
宅
に
保

存
さ
れ
て
い
る
古
文
書
を
一
緒
に
読
み
解

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
原
則
第
１･

３
土
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

定
員
▼
50
人

講
師
▼
佐
久
間
好
雄
さ
ん（
茨
城
工
業
高

等
専
門
学
校
名
誉
教
授
）

会
費
▼
１
５
０
０
円
／
月

・

は
が
き
に
▽
住
所
▽
氏
名
▽
年
齢

▽
電
話
番
号
―
―
を
記
入
の
上
、
３
月

20
日（
金
）ま
で
に
、
照
沼
秀
男
さ
ん

（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
６ 

舟
石
川
駅
西

４
‐
１
‐
１
０ 

☎
283
局
０
９
６
６
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

「
古
文
書
を
学
ぶ
会
」

会
員
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
楽
楽
茶
の
間
」に
よ
る

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」

　

健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

３
月
の
日
程
等
▼

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
０
０
円
／
回（
昼
食
代
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）

期　

日

場　

所

３
日（
火
）
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
会
集
会
所

６
日（
金
）
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
会
集
会
所

10
日（
火
）
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

13
日（
金
）
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

17
日（
火
）
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
会
集
会
所

20
日（
金
）

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
岡
区
自
治
会
集
会
所

亀
下
区
自
治
会
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
午
前
の
み
）

24
日（
火
）
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

舟
石
川
中
丸
区
自
治
会
集
会
所

27
日（
金
）

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

内
宿
１
区
自
治
会
集
会
所

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

白
方
区
自
治
会
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
午
後
の
み
）

と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園
で

一
時
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園（
村
松
保

育
所･

宿
幼
稚
園
）で
は
、
子
ど
も
の
一
時

保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
時
保

育
事
業
と
は
、
日
常
的
に
家
庭
で
保
育
さ

れ
る
子
ど
も
の
保
護
者
が
疾
病
等
の
理
由

で
一
時
的
に
養
育
困
難
と
な
り
、
日
中
の

保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の
子
ど
も

を
預
か
り
、
必
要
な
保
護
を
行
う
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日

を
除
く
）の
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６

時
30
分

場
所
▼
と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園（
村

松
３
３
７
０
‐
１
）

対
象
▼
１
歳
半
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼

児 

※
各
日
と
も
先
着
順
で
受
け
付
け

ま
す
。

利
用
料
▼
▽
４
時
間
未
満
…
１
０
０
０
円

／
人 

▽
４
時
間
以
上
８
時
間
未
満
…

２
０
０
０
円
／
人 

▽
８
時
間
以
上
…

２
５
０
０
円
／
人

・

と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園（
☎
282

局
７
３
９
０
）へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
利
用
希
望
日
の
申
し

込
み
状
況
を
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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募 集

ど
ん
ぐ
り
学
童
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
▼
舟
石
川
小
学
校
児
童
の
授
業
終
了

後
に
お
け
る
健
全
育
成
に
従
事
す
る
指

導
員

募
集
人
員
▼
若
干
名

雇
用
要
件
▼
▽
高
等
学
校
ま
た
は
児
童
福

祉
施
設
の
職
員
を
養
成
す
る
学
校
を
卒

業
し
た
▽
保
育
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士

の
資
格
を
有
す
る
▽
幼
稚
園
ま
た
は
小

中
学
校
の
教
員
免
許
を
有
す
る
▽
子
育

て
の
経
験
が
あ
る
―
―
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
後
１
時
30
分
～
７
時（
長
期
休
業
期

間
は
午
前
７
時
～
午
後
７
時･

シ
フ
ト

制
） 

※
土
曜
日
や
祝
日
、
時
間
外
に
勤

務
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所
▼
ど
ん
ぐ
り
学
童
ク
ラ
ブ（
舟

石
川
小
学
校
に
隣
接
）

賃
金
▼
時
給
８
３
０
円
～（
有
資
格
者
は

時
給
１
０
３
０
円
～
） 

※
通
勤
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

・

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

後
２
時
～
７
時
に
、
ど
ん
ぐ
り
学
童

ク
ラ
ブ（
☎
０
８
０
‐
２
３
３
４
‐

９
１
１
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
須
和
間
霊
園
の
利
用
申
し
込

み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
宗
教
や

宗
派
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
現
況
を
ご
確
認
の
上
、

東
海
村
公
園
墓
地

須
和
間
霊
園
の
ご
案
内

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
東
海
村
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
っ

て
い
ま
す
。
※
名
簿
は
選
挙
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
毎
年
作
成
す
る
も
の
で
す
。

期
間
▼
３
月
９
日（
月
）ま
で 

※
土･

日
曜

日
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
▼
選
挙
管
理
委
員
会（
役
場
行
政
棟

３
階･
総
務
課
内
）※
土･

日
曜
日
は
夜

間
出
入
り
口（
庁
舎
北
側
）か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

名
簿
登
載
者
▼
①
平
成
７
年
４
月
１
日
以

前
に
出
生
②
世
帯
の
耕
作
面
積
が
10

ア
ー
ル
以
上
③
年
間
の
耕
作
日
数
が
お

お
む
ね
60
日
以
上
―
―
を
満
た
す
方

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線

１
３
１
３
）

東
海
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
霊
園
管
理
人
が
園

内
を
案
内
し
ま
す（
年
末･

年
始
を
除
く

通
年
）。

案
内
時
間
▼
▽
４
～
９

月
…
午
前
９
時
～
午

後
５
時 

▽
10
～
３

月
…
午
前
９
時
～
午

後
４
時

環
境
政
策
課
環
境

保
全
担
当（
内
線

１
４
５
５
）

そ
の
他

　

村
で
は
、
東
海
村
自

治
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
東
海
村
に
住
む
人
、

学
ぶ
人
、
働
く
人
た
ち

全
て
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
役
割
を
尊
重
し
な
が
ら
力
を
合
わ

せ
て
東
海
村
を
育
て
る
た
め
の
方
針
を
示

し
た「
東
海
村
協
働
の
指
針（
案
）」を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
の
指
針
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

公
表
期
間
▼
２
月
23
日（
月
）
～
３
月
３

日（
火
）

公
表
場
所
▼
▽
自
治
推
進
課（
役
場
行
政

棟
４
階
） 

▽
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー 

▽
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

そ
の
他
▼
▽
必
要
事
項
の
記
入
が
な
い
も

の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
▽
内
容

に
つ
い
て
、
個
別
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
▽
提
出
さ
れ

た
意
見
は
、
指
針
策
定
作
業
の
参
考
に

す
る
と
と
も
に
、
匿
名
で
の
公
表
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

・

任
意
の
様
式
に
①
件
名「
東
海
村

協
働
の
指
針（
案
）」②
住
所
③
氏
名

④
電
話
番
号
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

番
号
⑤
指
針
に
対
す
る
ご
意
見
等
―

―
を
明
記
の
上
、
３
月
３
日（
火
）（
必

「
東
海
村
協
働
の
指
針（
案
）」へ

ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

業
務
内
容
▼
事
務
局
内
で
の
事
務
受
け
付

け
や
関
係
書
類
作
成
事
務
等

募
集
人
員
▼
１
人

雇
用
要
件
▼
55
～
65
歳
の
方
で
①
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）

②
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ
ク

セ
ル
な
ど
）の
操
作
が
で
き
る
③
派
遣

業
に
お
け
る
諸
手
続
き
業
務
の
経
験
が

あ
る
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）※
月
10
日
程
度
、
隔
週
で
の
勤
務

と
な
り
ま
す
。

時
給
等
▼
時
給
…
８
１
０
円 

福
利
厚
生

…
雇
用
保
険･
労
災
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
面
接

募 集

東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
臨
時
職
員
募
集

着
）ま
で
に
、
自
治
推
進
課
自
治
推

進
担
当（
内
線
１
４
６
２
）へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
※
提
出
方
法
な
ど
詳

細
は
、
公
表
場
所
備
え
付
け
の
案
内

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・

３
月
10
日（
火
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
３
４
４
６
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、南台、緑ケ丘、押延、
須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月･木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、長堀寮、外宿１、外宿２、船場、
竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火･金曜日

３月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進室（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ３日・17日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 ２日・16日

緑ケ丘、南台、豊岡、亀下 ６日・20日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ５日・19日
白方、岡、原子力機構（百塚） 10日・24日
舟石川１、船場 ９日・23日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 13日・27日

舟石川２、舟石川中丸 12日・26日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

２日・９日
16日・23日

船場、照沼 ２日・16日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

３日・10日
17日・24日

緑ケ丘 ３日・17日
白方 10日・24日

舟石川１、原子力機構（百塚） ４日・11日
18日・25日

宿、押延、岡 ４日・18日

外宿１ 11日・25日

内宿１、亀下 ５日・12日
19日・26日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ５日・19日
竹瓦 12日・26日

舟石川２ ６日・13日
20日・27日

南台、川根 ６日・20日
豊白 13日・27日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

　

皆
さ
ん
は「
乳
幼

児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候

群
」を
ご
存
じ
で
す

か
？ 

赤
ち
ゃ
ん
の

“
泣
き
”を
き
っ
か
け

と
し
て
、
乳
幼
児
が

激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
脳
傷

害
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
、
虐
待
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
篤
に
な
る
と

命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
、
虐
待
に

よ
る
死
因
の
25
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
」を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

●
こ
こ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
、「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら

れ
症
候
群
」を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
、
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
ス

ク
ー
ル（
妊
婦
対
象
）や
赤
ち
ゃ

ん
教
室（
生
後
３
か
月
の
乳
児

対
象
）、
乳
児
健
診（
生
後
５
か

月
の
乳
児
対
象
）、
赤
ち
ゃ
ん
訪

問（
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児

対
象
）な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
予
防
啓
発
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
や
赤

ち
ゃ
ん
教
室
の
時
に
、
厚
生
労

働
省
が
作
成
し
た「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き

や
ま
な
い
～
泣
き
へ
の
理
解
と
対
処

の
た
め
に
～
」

と
題
し
た
広
報

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
て
も
ら

い
、
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

●
知
っ
て
い
る
方
は
ど
の
く
ら
い
？

　

平
成
26
年
９
月
か
ら
平
成
27
年
１

月
ま
で
の
間
、
乳
児
健
診
時
に
保
護
者

の
協
力
を
得
て
、「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら

れ
症
候
群
」の
周
知
状
況
を
確
認
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
初
め

て
知
っ
た
方
が
約
９
割
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
約
５
割

で
し
た
。
し
か
し
約
９
割
の
方

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
方
に
は

特
徴
が
あ
り
、
い
く
ら
世
話
を

し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
と
き
が

あ
る
こ
と
や
、
泣
き
や
ま
な
い

と
き
に
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ

い
か
な
ど
に
つ
い
て
認
識
し
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
赤
ち
ゃ

ん
が
何
を
し
て
も
泣
き
や
ま
な

い
と
き
に
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た

り
、
口
を
塞
い
だ
り
し
て
は
い

け
な
い
こ
と
や
、
前
後
に
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
と
脳
に
重
篤
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど

「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
」の
危

険
性
に
つ
い
て
は
、
全
員
が
認
識
し

て
い
ま
し
た
。

●
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
…

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
乳
幼
児
と

身
近
で
接
す
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

に
は
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
を
含
め
、
赤

ち
ゃ
ん
の
世
話
を
す
る
機
会
の
あ
る
全

て
の
方
に「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候

群
」を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
さ

ら
に
周
知
が
必
要
で
す
。
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
上
記
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
動

画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
し
て
い

ま
す
の
で
、「
厚
労
省 

泣
き
や
ま
な
い
」

と
検
索
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
に
関
わ
る
全
て
の
方
が
、

「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
」を
理
解

し
、
地
域
全
体
で
赤
ち
ゃ

ん
の
健
や
か
な
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

153

厚生労働省制作のＤＶＤ

赤ちゃんの健やかな成長を願って…

「乳幼児揺さぶられ症候群」を

正しく理解しましょう！

● 15 広報とうかい  2015年2月25日号



　３月８日（日）午後１時から笠松運動公園陸上競技場で開催
される、水戸ホーリーホックのシーズン開幕戦（対ロアッソ
熊本戦）に、村民が無料招待されます。会場でホーリーホッ
クを応援しましょう！
●対　　象　村内在住･在学の方
●入場方法　試合当日に、会場の入り口付近

に設置した「東海村ブース」で、入場引換券
を配布します。東海村に在住または在学して
いることを証明できるもの（免許証･学生証な
ど）をお持ちください。

●問い合わせ　生涯学習課文化･スポーツ振興
担当（☎282-1711 内線1422）
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ふ
る
さ
と
歴
訪

～
自
然
を
探
し
て
～

そ
の
葉
は
細
長
く
密
生
し
、
先
端
は
下
向
き
に
垂

れ
下
が
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
と
比
べ
る
と
葉

が
よ
り
長
く
、
地
下
部
の
走
出
枝
を
出
さ
な
い
等
の

違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
区
別
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
村
内
の
雑
木
林
や
常

緑
樹
林
、
竹
林
、
道
沿
い
等
に
、
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
と
共

に
群
生
し
て
い
ま
す
。
名
前
は
、
細
長
い
葉
か
ら
竜

や
蛇
の
ひ
げ
を
連
想
し
、
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
に
比
べ
て
よ

り
長
い
葉
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
別
名
リ
ュ

ウ
ノ
ヒ
ゲ
と
も
い
い
ま
す
。

７
～
８
月
、
白
色
の
花
を
根
元
に
５
～
10
個
つ
け

ま
す
。
12
～
１
月
に
紺
色
に
熟
し
ま
す
が
、
果
実
で

は
な
く
種
子
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１
年
中
緑
色
の
葉
を
生
や

し
、
踏
ま
れ
強
く
、
株
が
密
に
増
殖

し
て
日
陰
に
も
強
い
の
で
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
カ
バ
ー
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

親
し
み
の
あ
る
植
物
で
す
。

根
の
一
部
が
肥
大
し
た
こ
ぶ
状
の

部
分
を
、
漢
方
で
は「
麦
門
冬（
ば
く

も
ん
ど
う
）」と
呼
び
、
以
前
は
せ
き

止
め
用
の
薬
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
種
子
は
子
ど
も
の
遊
び
の
際
、

篠し
の
で
っ
ぽ
う

鉄
砲
の
玉
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
野
生

生
物
の
減
少
や
外
来
生
物
の
増
加

な
ど
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
身
近
な
植
物
と
関
わ
っ
て
き

た
先
人
の
知
恵
を
見
直
す
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
村
内
に
は
葉
の
形
態
が
よ
く
似
た
種
類

に
オ
オ
バ
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
、
ヒ
メ
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ヤ
ブ
ラ

ン
、
キ
チ
ジ
ョ
ウ
ソ
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
葉
や
花
を
比
較
す
る
と
、
意
外
に
簡
単
に
区
別

で
き
ま
す
。
現
在
進
行
中
の
、
村
の
自
然
調

査
会
に
よ
る
総
合
調
査
で
は
、
貴
重
種
だ
け

で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
普
通
種
に
つ
い
て
も

細
か
な
分
布
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
の
仲
間
は
ユ
リ
科
と

し
て
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析

に
よ
る
Ａ
Ｐ
Ｇ
体
系（
被
子
植
物
の
新
し
い

分
類
体
系
）で
は
、
キ
ジ
カ
ク
シ
科
や
ク
サ

ス
ギ
カ
ズ
ラ
科
等
に
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、

外
部
形
態
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
分
類
方
法

に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

安
嶋
　
隆

東
海
村
緑
化
審
議
会
　
副
会
長

３月８日（日）

 午後１時、

笠松運動公園で

キックオフ！

水戸ホーリーホック 

シーズン開幕戦に

東海村民を

無料ご招待！
あ の「く ま モ ン」に会場で会えるかも!!

ナ
ガ
バ
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ

（
ユ
リ
科
）


